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 に関する先行研究のうち海外文献に焦点を絞って，文献の検討を行った．文献
には大きく つの捉えがあり，） に関する概念提唱や要件や条件の設定を主張し
たもの， ）人口動態や静態を検討した上で，現状の調査を行い，対象者の思いや認知機能等いくつ
かの尺度を投入し，量的に分析し，その差異を検討したもの， ）な老いへの過程や老い
自体を，その渦中にある対象者に面接を実施し，見えてくる老いの意味を因子探索的に分析し，その
カテゴリーを抽出したものであった．
今後は海外での充実した理論や概念構築に追随するべく，我が国独自の社会的，文化的背景を反映
した  の概念の定義化や条件，要件も念頭に，対象者自身が語る経験や思いや思考に
ついて幅を拡大して，研究を進め蓄積させてゆくことが望ましいと考えられる．また同時に，対象者
自身の主観的分析から安寧や 等， の類似概念との関連を既存尺度の選定も含
めて尺度開発等を通して，明らかにしていく必要がある．
緒 言

歳以上の高齢者人口の総人口に占める割合（以
下，高齢化率とする）は，年々増加の一途を辿って
いる．我々専門職は，老いや高齢者問題を注目し，
高齢化の行方を注視している．老いを恐れ，人口の
高齢化を危惧しているがゆえの現象でもある．高齢
者観は，その時代や社会状況によって大きく変化を
見せる．一般に，我々専門職の高齢者観は，サービ
スの質に影響を及ぼすと言われている．な
高齢者観は，サービスの質を向上させ，な
高齢者観は，質の低下を招くということである．
高齢者を生産性や力強さ，早さや達成度等に重点
を置き評価した場合，その評価は否定的に傾く傾向は
ある．だが，寝たきりや認知症の発生率を統計からみ
ても高齢者の   程度であり，ほとんどの高齢者
は元気で健康に歳を重ねている側面も事実である．
社会老年学の領域においては，高齢期における適
応あるいは  をめぐる問題に関す
る議論や言及が， 	年代から米国において諸理論
や学説として提起・検討・修正をされてきている．
 !	年代には，欧米のプロテスタント文化圏におけ
る基本的価値である「自立 ""」と「生
産性 #"$」の維持を目標とする 
の研究と運動は，高齢者の可能性を追求し，
自立し，且つ活動的な高齢者のライフスタイルが高
齢者の社会的地位や評価を再び上昇させ，多くの不
可能を可能にしてきた ．
現在， に関しては，老化に焦点
を当てた長期に亘る縦断研究の重要性が認識されて
いる．当然，その条件の根底には，加齢に伴う社会
的世界の縮小に抵抗しつつ，可能な限りの活動を維
持し続け，継続の不可能な活動に関してはその代用
物を見つけだすアプローチである活動理論がある．
加えて長寿，健康，満足をキーワードにしている
%&#
や の概念を と '
の つの視点に分けて考えている ()ら など
の米国での研究が主流となっている．
従来の の退行的イメージから，否定的側面
のみでなく肯定的捉えに注目する流れもある中，我
が国では，嵯峨座	が， を規定す
る要件として長寿，健康，満足，活動の つを挙げ
ている．米国の研究は， を，満足
や幸福などの生活満足度指標の測定により把握しよ
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うとする傾向があり
，これらの指標は客観性や
裏づけとしてのデータや真実性に欠ける．
我が国の文化・風土に即した社会的文化的背景か
らの研究報告は，散見されつつあるが，傾向
として つの方向性に分かれているのが現状である．
ひとつは， の研究の潮流を概観し
たもの，つ目は， そのものを現
状から対象者に面接を実施し， の
意味として見えてくるものを因子探索的に分析し，
カテゴリーを抽出したもの， つ目は，
の類似概念や周辺領域に関する実態調査や概
念規定をしないままに，老化過程の現状を調査した
ものである．
 の捉えを諸外国での 視点的な
捉えではなく，我が国独自の社会，文化に根ざした
 の捉えをも含めた既存の研究を概
観し，見えてきた今後の課題については， 老化過
程における対象者自身が語った体験・思いや思考を
できるだけ詳細に記述していく作業の丹念な積み重
ねと， 研究対象者を絞る場合の，人生における継
続的な変化を捉え，対象者自身の主観を反映させた
見解を得ること， 質的分析を行う場合，その対象
者や方法論を含めた様々な角度からの弛みを持たせ
た *#の実施の必要性という つの方向
性が示唆された ．
これらの現状と背景から，本研究では，
の捉えを国内のみでなく，海外からの最新の
潮流を踏まえた  の捉えをも含めて
既存の研究を概観し，さらに今後の課題について検
討を行うこととした．
 を知ることは，我々が向う今後
の超高齢社会での高齢者の意識や思いを通して，あ
るべき姿を的確に把握する．そのことは，ケアする
立場になる者への教育として活かされ，看護ケアの
発展に寄与するものと考える．
研 究 方 法
．「 	

」の定義
「 」とは，年齢による喪失の衝
撃を最小限にくい止めながら，肯定的な分野拡大の
方法を見出し，人生に納得し満足して過ごしている
プロセスとして，加齢変化に上手く適応するために
いかに自己を調整しているかということに焦点をあ
てる	．
．研究手順
海外文献に関し ては ， 
		年の期間
の+,-(.,から，「 ，,"#$」
「 ，"」「 　，
.#」を /$)#"として検索した．海外文
献では， のみでの検索をしたとこ
ろ，0件であったため，それぞれの /$)#"で
絞込み検索を行った．選出した文献の中から，さら
に看護学的視点に立った文献を選出した．本稿では，
特に，前提とする学問的な立場について言及してい
ない場合，上記の“看護学的視点”を考慮したうえ
で，国内外の「 の捉え」に関する
研究の動向を踏まえたうえで海外の研究動向を分析
し，検討した．
結果および考察
．海外文献
+,-(.,による分析の結果，
件の文献が出
力された．12ら 	は，農村地域の百寿者を対象
に生活史や介護に関する分析を行っている．加えて，

名を対象に面接調査を実施し，量的な分析は，
++,や- ，34.を用いている．面接調査の結
果，勤勉さ，適応，克服，支援，敬愛の カテゴリ をー
抽出している．対象者の特徴を，仕事や輪区割りを持
ちつつ勤勉で，明るく朗らかな性格を保ち，その性格
が，健康障害の克服や家族のソーシャルサポートに
も影響を与えたとして示唆を述べている．松本ら 

が同様の質的調査の基に抽出したカテゴリーとして
は，満足，チャレンジ，健康，自負心，参加，自己保存
を提示しており，どちらのカテゴリーからもイメー
ジされるのは，活発で活き活きと日々を過ごしてい
る高齢者像が伺える．+1$ら は，!歳以上の
最適得点を調査した結果，が機能的に最適であ
り，が安寧であると報告している．看護ケアは
超高齢者をその対象とすることが多いのが実状であ
る．だが，その超高齢者には，個別の機能や思いがあ
ることを配慮し，細やかな個別対応が求められ，その
結果として個別の計画を設定しなければならないこ
とも含めて検討している．/5は，
研究の第一人者として，そのベースとなる
つのモデルを紹介し，其々の利点を述べ，今後の方
向性を指し示している．先ず，()と /5モデ
ルでは，個別性の重要性を優先している．身体的・
心理的許容範囲を保持することを，自分自身ででき
るような視点から充実しているとしている．また，
4と 4のモデルでは，年齢によるデータ
が豊富であり，心理・身体・状況面での検討が充実
している．次に，($と ($モデルでは，社会
的信念や組織の決まりなど，高齢者の成功する行動
要因的な視点から充実した検討内容となっている．
それらの つのモデルは，今後の  
 に関する海外研究の概観からの今後の課題検討 	
研究の良い案内として適した報告であるとしてい
る．それらの方向性を丁寧に検討することで，今後
の研究に大きな示唆を与えている．6#)5#ら 
は， の ()と /5モデルにつ
いて，つの要因に加えて，番目の要因として積
極的精神であると述べている．彼らの理論的枠組み
は， モデルの用件を十分満たして
いる．高齢者の健康保持に焦点を絞り，精神面での
介入提案を支持している． を維持
させ持続していくためには，健康・老化・精神面での
科学的な根拠を提示しなければならない．危険や障
害を調整し，活動的な生活を取り込み，身体的・心
理的可能性を追求し，加えて積極的な精神面の取り
込みをすることで，新たな()と/5モデルとし
て位置づけている．#)7#"ら は，()と
/5モデルの つの要因を参考にして，自己評価
をしたものを検討している．定義の つ目は，病気
や障害のないこと，つ目は，身体的・心理的保持，
つ目は，生活への活動的関与であった．測定の
うち，測定において， の自己評
価は，)7とは対照的な結果を示したとしてい
る．&ら は，社会関係やソーシャルサポー
ト，健康的においていく過程の認知のパターンや高
齢者の高い機能についてコホート研究で，0! 名を
対象に +#5#研究での取り組みの一環を報告
している．8年半の間認知機能の変化を調査し，加
えて同じ期間，感情的なサポートをしたグループと
そうでないグループとの差は，行動や心理面，健康
状態等を調査し検討している．老化過程において，
認知の機能を守るのは，社会的環境や役割により価
値があることを提示している．我が国でも高齢者が，
役割を担うことを奨励する方向にあるが，それが生
きる上での自信となり，家族をはじめとする周囲の
人からその存在を認められるということにも繋がり
また，そのことで自分の健康度を高く評価するとい
う考え方もある．高齢者が社会において持て
る役割の創造・維持・回復・継続を重要視し ，そ
の役割を身につけ，健康に気をつけながら，生きが
い活動として社会に還元していくという考え方	

を広く支持しているとも思われる．6は，高
齢化が進み，現在に至るまでに考えられることが，
幾つか挙げられる．その中に，ベビーブームや薬学
の進歩，科学の進歩が挙げられている．高齢化が増
加し，それとともに，疾患に罹る可能性も上昇する．
それらを人口比率や統計を基に今後の を検討
したうえでの示唆を提示している． 9$
は， への鍵として，老化過程の変
化しつつある認識について つの重要な視点を示し
ている．ひとつは，病気や障害に関連した低いリス
ク状態である事，つめに，高い精神力・身体的機
能，つめは，人生への活動的関与である．しかし，
研究対象として関わった高齢者に対しては，調査票
を基に，教育や健康に対する有意性を提示すること
に留まっている．+"":は，高齢女性を調査対
象として，質的分析を加え，つのテーマを導き出
している．それらは，自分たちよりも大きな存在と
の相互作用，自己受容，ユーモア，柔軟性，利他主
義であった． の視点を持ち高齢者
を対象に，面接により質的に因子探索的な分析を加
えた場合，自負心や適応，敬愛や参加等他者と接し，
社会と関わることに意味を持たせ，自己を上手に調
整しながら活き活きと暮らす高齢者像が見えてくる．
その意味からも+"":の導き出したテーマは十分
それらを支持している内容と捉えられる．4#
ら は，年間の縦断研究を主軸に，精神的安寧，
健康，長寿を評価するために対人関係信頼尺度を用
いて変化をみている．健康と生活満足度は当然関連
が高く，より長寿の者ほど信頼性が高く，自己コン
トロール法を見つけていた． の概
念を検討する場合，対人関係信頼性尺度を用いるこ
との有用性を明らかにしている． !	年代後半から
  	年代後半にかけての ()の報告は，老
化過程を経験や性格，心理的要因等，多様性・個別性
が強調されるとして，の概念を ' 
と  の つの視点から検討する事を
提唱した上で， の概念を 病気や
障害の回避，身体機能・認知機能の保持，社会
的生産活動の維持の つの主要な構成要因と位置付
けている．また，4ら は，人間の価値や安寧
についてオーストラリアや韓国，日本等カ国に跨
る国際的な調査を行っている．社会的，文化的，ま
た民族的な差異は否めないが，トータルで検討して
も，年代における認知に相違があったことを報告し
ている．	歳以上では，人間関係や物欲に高い点を
示し，歳以下ではとても低い．壮年期では，仕事
の満足が高く示され，老年期では，どの質問に対し
ても高い興味を示し，満足度も高かったとしている．
%&#
は， について，8歳以
上で健康であるという条件のもと，長寿と健康の 
つの条件をその基準として捉えた．これら， 8	年
代から !	年代の報告がその後の  
の概念や検討に大きく影響を与えている．
．海外における先行研究の動向分析
海外における先行研究から，貴重な結果が検出さ
れている．看護学領域からの報告は，決して十分検
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討されているとは言い難い．だが，社会老年学の領
域ではすでに，	年余の歴史を以って社会的背景
を含みおきつつ提唱・検討が繰り返されているので
ある．
今回の  に関する研究動向の検討
では， 8	年代後半から現在に至る研究動向を主軸
とした． の研究には，その核とな
る部分に %&#や ()，/5の主張は，その
嚆矢としてその他の研究を大きくリ ドーしている観
は否めない．従来，老化や老いという言葉の持つマ
イナスのイメージだけではなく，プラスの 
イメージへの発想の転換も含め，提起している．
研究動向を傾向で纏めてみると，大きく つの視
点に分けられる．ひとつは， に関
する概念提唱や要件や条件の設定を主張したもの．
つめは，人口動態や静態を検討した上で，現状の
調査を行い，対象者の思いや認知機能等いくつかの
尺度を投入，量的に分析し，その差異を検討したも
の．つめは，な老いへの過程や老い自
体を，その渦中にある対象者に面接を実施し，見え
てくる老いの意味を因子探索的に分析し，そのカテ
ゴリーを抽出したものであった．
類似概念として，の概念分析において，研究
に用いられてきた の内容が，人生の満足，安
寧，人生の価値，自尊心などに代表されるのであれ
ば， の意味とも重なる部分の存在
も多く感じられる．また，ポジティブ・エイジング
やナラティブ・アプローチ，フローとしての学び等
 を取り巻く，類似概念が提言され
はじめている．だが，今回，海外に視点を広げ，
あえてやポジティブ アプローチ等のキーワー
ドを投入せず，検討課題としては扱わなかった．当
然今後，類似概念として検討の余地は考えられる．
しかし， は現在進行形の老化の過
程での な状態であり，その他のものは，
ある一定の期間，またはその時点での安寧であると
捉えるのであれば，少なからず相違はあって然るべ
きである．
以上のことを念頭に入れた上で類似概念を鑑みた
場合，いずれも高齢期に向かうに前向きさを
秘めたテーマであることにはかわりなく，大きくは
 の概念に内包される．
海外における文献検討を行った結果，海外でも特
に欧米における  関連研究の内，特
に理論や概念の提唱に関する文献は，かなり充実の
件数が報告されている．今後，我が国独自の理論や
概念構築に向けて，欧米における研究に追随する
の本質に焦点を絞った研究が求められる．
結 論
海外の研究動向からみた  に関す
る研究は，かなり充実した文献数があった．文献に
は大きく つの捉えがあり，） 
に関する概念提唱や要件や条件の設定を主張したも
の，）人口動態や静態を検討した上で，現状の調
査を行い，対象者の思いや認知機能等いくつかの尺
度を投入，量的に分析し，その差異を検討したもの，
）な老いへの過程や老い自体を，その
渦中にある対象者に面接を実施し，見えてくる老い
の意味を因子探索的に分析し，そのカテゴリーを抽
出したものであった．
今後はさらに，海外での研究動向で得られた つ
の視点を踏まえた上で，我が国独自の社会的，文化
的背景をも反映された  の概念の
定義化や条件，要件も念頭に，対象者自身が語る経
験や思いや思考について幅を拡大して，研究を進め
蓄積させてゆくことが望ましいと考えられる．また
同時に，対象者自身の主観的分析から安寧や 
等， の類似概念との関連を既存尺
度の選定も含めて尺度開発等を通して，明らかにし
ていく必要がある．
本研究は，平成年度川崎医療福祉大学総合研究の助成
を受けて行ったものの一部である．
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